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第１ 調査概要 

１ 調査の目的 

国立社会保障・人口問題研究所が令和 5年 4月に「日本の将来推計人口（令和 5年推計）」を公表し、50 年後の総人口が現在の 7

割に、65 歳以上の人口がおよそ 4割になると推計している。 

本市においては、令和 17（2035）年、令和 27（2045）年の人口を 82,838 人、80,743 人とし、令和 2（2020）年の 83,845 人と比

較して、令和 17 年は 1,007 人の減少、3,102 人の減少と推計している（第六次総合計画）。そうした中、令和 5年 5月に「人口問題

対策本部」を設置し、人口減少、少子超高齢化への対応を進めている。 

本調査は、移住・定住施策をはじめとした人口問題対策に関する施策の基礎データとして活用するため実施する。 

 

２ 調査の方法 

調査対象：転入届または転出届を提出する世帯の代表者 

調査方法：市民課窓口でアンケート依頼文を配布。オンラインフォームへの入力または用紙に記載する方法で回答 

調査期間：令和 6年 6月 10 日から 

 

３ 調査項目 

転入者アンケート 転出者アンケート 

□ 問 1性別 

□ 問 2年齢 

□ 問 3転入した時期 

□ 問 4転入の形態 

□ 問 5転入後の世帯構成 

□ 問 6転入前の居住地域 

□ 問 7転入後に居住する地区（小学校区） 

□ 問 8転入のきっかけ 

□ 問 1性別 

□ 問 2年齢 

□ 問 3転出した時期 

□ 問 4転出の形態 

□ 問 5転出後の世帯構成 

□ 問 6転出先の居住地域 

□ 問 7転出のきっかけ 

□ 問 8在住期間 
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□ 問 9転入前後の住宅 

□ 問 10 職業、通勤・通学先、通勤・通学手段 

□ 問 11 他に検討していた市区町村 

□ 問 12 転入の決め手 

□ 問 13 尾張旭市のホームページの閲覧状況 

□ 問 14 心配に思うこと 

□ 問 9転出前後の住宅 

□ 問 10 職業、通勤・通学先 

□ 問 11 転出することに対する考え 

□ 問 12 転出したくなかった理由 

□ 問 13 転出の決め手 

□ 問 14 尾張旭市内での暮らし方 

□ 問 15 ここ１年間の生活 

 

４ 本報告書の集計期間 

令和 6年 6月 10 日から令和 6年 12 月 31 日まで 

 

５ 回答状況 

月 

転入者アンケート 転出者アンケート 

紙 オンライン 計 
届出世帯数 

紙 オンライン 計 
届出世帯数 

日本人 外国人 日本人 外国人 

6 7 3 10 約 112 不明 3 3 6 約 133 不明 

7 19 2 21 117 48 6 3 9 82 32 

8 14 4 18 103 38 10 1 11 83 48 

9 17 7 24 115 55 27 1 28 77 23 

10 40 8 48 140 59 20 2 22 90 38 

11 39 10 49 117 46 25 2 27 79 38 

12 27 13 40 107 45 22 7 29 97 26 

不明 8 2 10     9 2 11     

計 171 49 220 811 291 122 21 143 508 205 
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第２ 調査結果 

１ 転入者アンケート集計結果（単純集計） 

⑴ 性別（問 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別では、「男性」が 120 件（54.5％）、「女性」が 97 件（44.1％）となっている。 

  

 

調査数（件） 

男性 120 

女性 97 

回答しない 3 

合計 220 

54.5%
44.1%

1.4%

性別

男性

女性

回答しない



4 

 

⑵ 年齢（問 2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢では、「30 歳代」が 76 件（34.5％）で最多、ついで「20 歳代」が 71 件（32.3％）となっている。 

  

 

調査数（件） 

19 歳以下 1 

20 歳代 71 

30 歳代 76 

40 歳代 23 

50 歳代 21 

60 歳代 16 

70 歳以上 11 

無効 1 

合計 220 

0.5%

32.3%

34.5%

10.5%

9.5%

7.3%

5.0%

0.5%
年齢

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

無効
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⑶ 転入した時期（問 3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入した時期では、「11 月」が 49 件（22.3％）で最多、ついで「10 月」が 48 件（21.8％）、「12 月」が 40 件（18.2％）となっ

ている。 

  

 

調査数（件） 

2024 年 6 月 10 

2024 年 7 月 21 

2024 年 8 月 18 

2024 年 9 月 24 

2024 年 10 月 48 

2024 年 11 月 49 

2024 年 12 月 40 

無効 10 

合計 220 

4.5%

9.5%

8.2%

10.9%

21.8%

22.3%

18.2%

4.5%

転入した時期

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

無効
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⑷ 転入の形態（問 4）  

調査数（件） 

世帯全体が転入（単身世帯も含む） 134 

市外にいる世帯から独立 80 

無効 6 

合計 220 

   

 

 

 

 

転入の形態では、「世帯全体が転入（単身世帯も含む）」が 134 件（60.9％）、「市外にいる世帯から独立」が 80 件（36.4％）とな

っている。 

  

60.9%

36.4%

2.7%

転入の形態

世帯全体が転入（単身世帯も含む）

市外にいる世帯から独立

無効
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⑸ 転入後の世帯構成（問 5）  

調査数（件） 

単身 112 

夫婦（パートナー） 41 

夫婦（パートナー）とこども 25 

父親もしくは母親とこども 21 

３世代同居 6 

その他 14 

無効 1 

合計 220 

 

 

転入後の世帯構成では、「単身」が 112 件（50.9％）で最多、ついで「夫婦（パートナー）」が 41 件（18.6％）、「夫婦（パートナ

ー）とこども」が 25 件（11.4％）となっている。 

  

50.9%

18.6%

11.4%

9.5%

2.7%
6.4%

0.5%

転入後の世帯構成

単身

夫婦（パートナー）

夫婦（パートナー）とこども

父親もしくは母親とこども

３世代同居

その他

無効
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⑹ 転入前の居住地域（問 6）  

調査数（件） 

名古屋市守山区 26 

名古屋市名東区 10 

名古屋市東区 2 

名古屋市北区 4 

名古屋市中区 4 

名古屋市港区 1 

上記以外の名古屋市の区 30 

春日井市 9 

瀬戸市 24 

長久手市 13 

日進市 3 

東郷町 1 

豊田市 6 

上記以外の愛知県の市町村 22 

岐阜県 6 

三重県 4 

東京圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県） 11 

大阪圏（京都府・大阪府・兵庫県） 9 

その他の都道府県 31 

日本以外の国 2 

未回答 2 

合計 220 

11.8%

4.5%

0.9%

1.8%

1.8%
0.5%

13.6%

4.1%

10.9%5.9%

1.4%

0.5%

2.7%

10.0%

2.7%

1.8%

5.0%

4.1%

14.1%

0.9% 0.9%

転入前の居住地域

名古屋市守山区 名古屋市名東区

名古屋市東区 名古屋市北区

名古屋市中区 名古屋市港区

上記以外の名古屋市の区 春日井市

瀬戸市 長久手市

日進市 東郷町

豊田市 上記以外の愛知県の市町村

岐阜県 三重県

東京圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県） 大阪圏（京都府・大阪府・兵庫県）

その他の都道府県 日本以外の国

未回答
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転入前の居住地域では、「その他の都道府県」が 31 件で最多、ついで「上記以外の名古屋市の区」が 30 件、「名古屋市守山区」

が 26 件、「瀬戸市」が 24 件となっている。 

  

31

30

26

24

22

13

11

10

9

9

6

6

4

4

4

3

2

2

1

1

2

0 5 10 15 20 25 30 35

その他の都道府県

上記以外の名古屋市の区

名古屋市守山区

瀬戸市

上記以外の愛知県の市町村

長久手市

東京圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県）

名古屋市名東区

大阪圏（京都府・大阪府・兵庫県）

春日井市

岐阜県

豊田市

名古屋市中区

名古屋市北区

三重県

日進市

名古屋市東区

日本以外の国

名古屋市港区

東郷町

無効

（件）

転入前の居住地域（多い順）
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⑺ 転入後に居住する地区（小学校区）（問 7）  

調査数（件） 

旭 23 

東栄 18 

渋川 6 

本地原 16 

城山 16 

白鳳 15 

瑞鳳 5 

旭丘 12 

三郷 11 

未回答 5 

わからない 93 

合計 220 

転入後に居住する地区では、「旭」が 23 件（10.5％）で最多、ついで、「東栄」が 18 件（8.2％）となっている。 

  

10.5%

8.2%

2.7%

7.3%

7.3%

6.8%

2.3%5.5%5.0%

42.3%

2.3%

転入後に居住する地区（小学校区）

旭

東栄

渋川

本地原

城山

白鳳

瑞鳳

旭丘

三郷

わからない

無効
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⑻ 転入のきっかけ（問 8）  

調査数（件） 

大学・大学院・専門学校への進学 1 

就職（新卒者） 6 

転勤 30 

転職 37 

結婚 17 

世帯からの独立 21 

こどもの入園・入学 1 

持ち家の購入 50 

賃貸住宅の借り替え 30 

家業を継ぐ 1 

親を世話する 8 

その他 58 

無効 1 

合計 261 

 

転入することになったきっかけでは、「その他」を除き、「持ち家の購入」が 50 件（19.2％）で最多、ついで「転職」が 37 件

（14.2％）となっている。 

  

0.4%

2.3%

11.5%

14.2%

6.5%

8.0%

0.4%
19.2%

11.5%

0.4%

3.1%

22.2%

0.4%

転入することになったきっかけ

大学・大学院・専門学校への進学

就職（新卒者）

転勤

転職

結婚

世帯からの独立

こどもの入園・入学

持ち家の購入

賃貸住宅の借り替え

家業を継ぐ

親を世話する

その他

無効
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⑼ 転入前後の住宅（問 9） 

           転入後の住宅 

 

 

 

転入前の住宅 

持
ち
家
（
一
戸
建
て
） 

持
ち
家
（
集
合
住
宅
） 

賃
貸
住
宅 

社
宅
・
寮 

そ
の
他 

無
効
（
転
入
後
） 

合
計 

持ち家（一戸建て） 15 4 20 1 3 6 49 

持ち家（集合住宅） 6 1 9 1 

 

1 18 

賃貸住宅 54 3 47 4 2 7 117 

社宅・寮 3 

 

3 8 

  

14 

その他 3 1 1 

 

6 

 

11 

無効（転入前） 

    

1 10 11 

合計 81 9 80 14 12 24 220 

 

転入前後の住宅の種類では、転入前は「賃貸住宅」が 117 件で最多となり、そのうち転入後は「持ち家（一戸建て）」が 54 件で

最多となっている。転入後は、「持ち家（一戸建て）」が 81 件で最多、ついで「賃貸住宅」となっている。 

  

単位：件 
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⑽ 職業、通勤・通学先、通勤・通学手段（問 10） 

 ア 職業 

 調査数（件） 

正社員 249 

パート・アルバイト 23 

学生 12 

合計 284 

 

 

 

 

職業では、「正社員」が 249 件（87.7％）で最多となっている。 

 イ 通勤・通学先 

 調査数（件） 

名古屋市 132 

尾張旭市 47 

尾張地域 37 

西三河地域 21 

その他 42 

合計 279 

 

 

通勤・通学先では、「名古屋市」が 132 件（47.3％）で最多となっている。 

 

47.3%

16.8%

13.3%

7.5%

15.1%

通勤・通学先

名古屋市

尾張旭市

尾張地域

西三河地域

その他

87.7%

8.1%

4.2%

職業

正社員

パート・アルバイト

学生
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 ウ 通勤・通学手段 

 調査数（件） 

自動車 137 

鉄道 94 

バス 1 

原付・自転車 14 

徒歩 14 

在宅勤務 1 

合計 261 

 

 

通勤・通学方法では、「自動車」が 137 件（52.5％）と最多、ついで「鉄道」が 94 件（36.0％）となっている。 

  

52.5%
36.0%

0.4%

5.4%
5.4% 0.4%

通勤・通学方法

自動車

鉄道

バス

原付・自転車

徒歩

在宅勤務
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⑾ 他に検討していた市区町村（問 11）  

調査数（件） 

名古屋市守山区 51 

名古屋市名東区 19 

名古屋市東区 3 

名古屋市北区 2 

名古屋市中区 4 

春日井市 18 

瀬戸市 48 

長久手市 32 

日進市 15 

東郷町 3 

みよし市 3 

豊田市 5 

ない（尾張旭市のみ検討） 85 

その他 11 

無効 20 

合計 319 

 

 

他に検討していた市区町村では、「ない（尾張旭市のみ検討）」が 85 件（26.6％）で最多、ついで「名古屋市守山区」が 51 件

（16.0％）、「瀬戸市」が 48 件（15.0％）となっている。 

  

16.0%

6.0% 0.9%

0.6%
1.3%

5.6%

15.0%

10.0%
4.7%0.9%

0.9%

1.6%

26.6%

3.4%
6.3%

他に検討していた市区町村

名古屋市守山区

名古屋市名東区

名古屋市東区

名古屋市北区

名古屋市中区

春日井市

瀬戸市

長久手市

日進市

東郷町

みよし市

豊田市

ない（尾張旭市のみ検討）

その他

無効
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⑿ 転入の決め手（問 12）  

調査数（件）  調査数（件） 

尾張旭市で育った 25 生活利便施設（店舗や医療等）が整っている 12 

親が近くに住んでいる 47 まちに活気がある 4 

若い世代が多く住んでいる 2 生活費が安い 6 

こどもの育つ環境がよい 4 まちがゆったりしている 10 

保育が充実している 1 通勤・通学しやすい 40 

教育環境がよい 2 名古屋市に出かけやすい 19 

土地・住宅を相続した 6 市内で店舗を開業した 0 

住宅・敷地が広い 7 治安がよい 8 

住宅・土地が安い 26 災害の心配が少ない 3 

条件に合う住宅・部屋が見つかった 74 友人・知人に勧められた 8 

住宅の立地環境がよかった 26 その他 42 

住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよい 6 無効 19 

景観がよい 5 合計 402 
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6.2%

11.7% 0.5%

1.0% 0.2%

0.5%
1.5%1.7%

6.5%

18.4%

6.5%1.5%
1.2%

3.0%

1.0%

1.5%

2.5%

10.0%

4.7%
0.0%

2.0%
0.7%

2.0%
10.4%

4.7%

転入の決め手

尾張旭市で育った 親が近くに住んでいる 若い世代が多く住んでいる

こどもの育つ環境がよい 保育が充実している 教育環境がよい

土地・住宅を相続した 住宅・敷地が広い 住宅・土地が安い

条件に合う住宅・部屋が見つかった 住宅の立地環境がよかった 住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよい

景観がよい 生活利便施設（店舗や医療等）が整っている まちに活気がある

生活費が安い まちがゆったりしている 通勤・通学しやすい

名古屋市に出かけやすい 市内で店舗を開業した 治安がよい

災害の心配が少ない 友人・知人に勧められた その他

無効
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転入の決め手では、「条件に合う住宅・部屋が見つかった」が 74 件（18.4％）で最多、ついで「親が近くに住んでいる」が 47 件

（11.7％）、「通勤・通学しやすい」が 40 件（10.4％）となっている。  

74

47

40

26

26

25

19

12

10

8

8

7

6

6

6

5

4

4

3

2

2

1

0

42

19

0 10 20 30 40 50 60 70 80

条件に合う住宅・部屋が見つかった

親が近くに住んでいる

通勤・通学しやすい

住宅・土地が安い

住宅の立地環境がよかった

尾張旭市で育った

名古屋市に出かけやすい

生活利便施設（店舗や医療等）が整っている

まちがゆったりしている

治安がよい

友人・知人に勧められた

住宅・敷地が広い

土地・住宅を相続した

住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよい

生活費が安い

景観がよい

こどもの育つ環境がよい

まちに活気がある

災害の心配が少ない

若い世代が多く住んでいる

教育環境がよい

保育が充実している

市内で店舗を開業した

その他

無効

（件）転入の決め手（多い順）
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⒀ 尾張旭市のホームページの閲覧状況（問 13）  

調査数（件） 

転入先を検討する際に見た 11 

転入を決めてから見た 26 

見ていない 165 

無効 18 

合計 220 

 

 

 

 

 

 

尾張旭市のホームページの閲覧状況では、「見ていない」が 165 件（75.0％）で最多となっている。 

  

5.0%

11.8%

75.0%

8.2%

尾張旭市のホームページの閲覧状況

転入先を検討する際に見た

転入を決めてから見た

見ていない

無効
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⒁ 心配に思うこと（問 14）  

調査数（件） 

保育・子育てサービス 34 

こどもの学校・幼稚園・保育園生活 26 

こどもの遊び場 8 

こどもの習いごと 0 

こどもの進学 7 

福祉サービス 23 

クリニック・医療 20 

食料品・日用品の買い物 19 

就職（正社員・パート） 14 

渋滞 38 

公共交通、運転 33 

治安 24 

地震や大雨等の災害 26 

趣味や教養の機会 3 

新しい友人との出会い 6 

いい雰囲気の飲食店の有無 19 

近所づきあい 28 

プライバシー 3 

その他 6 

特にない 67 

無効 11 

合計 415 

8.2%

6.3%
1.9%

0.0%

1.7%

5.5%

4.8%

4.6%

3.4%

9.2%

8.0%
5.8%

6.3%0.7%

1.4%

4.6%

6.7%

0.7%

1.4%

16.1%

2.7%

心配に思うこと

保育・子育てサービス こどもの学校・幼稚園・保育園生活

こどもの遊び場 こどもの習いごと

こどもの進学 福祉サービス

クリニック・医療 食料品・日用品の買い物

就職（正社員・パート） 渋滞

公共交通、運転 治安

地震や大雨等の災害 趣味や教養の機会

新しい友人との出会い いい雰囲気の飲食店の有無

近所づきあい プライバシー

その他 特にない

無効
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尾張旭市での暮らしで心配に思うことでは、「特にない」が 67 件（16.1％）で最多、ついで「渋滞」が 38 件（9.2％）、「保育・

子育てサービス」が 34 件（8.2％）となっている。 

  

67

38

34

33

28

26

26

24

23

20

19

19

14

8

7

6

3

3

0

6

11

0 10 20 30 40 50 60 70 80

特にない

渋滞

保育・子育てサービス

公共交通、運転

近所づきあい

こどもの学校・幼稚園・保育園生活

地震や大雨等の災害

治安

福祉サービス

クリニック・医療

食料品・日用品の買い物

いい雰囲気の飲食店の有無

就職（正社員・パート）

こどもの遊び場

こどもの進学

新しい友人との出会い

趣味や教養の機会

プライバシー

こどもの習いごと

その他

無効

（件）
心配に思うこと（多い順）
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２ 転入者アンケート集計結果（クロス集計） 

⑴ 転入した時期（問 3）×転入後の世帯構成（問 5）  

調
査
数
（
件
） 

単
身 

夫
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
） 

夫
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
こ
ど
も 

父
親
も
し
く
は
母
親
と
こ
ど
も 

そ
の
他 

３
世
代
同
居 

無
効 

全体 220 50.9 18.6 11.4 9.5 2.7 6.4 0.5 

2024 年 6 月 10 70.0 10.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 

2024 年 7 月 21 38.1 19.0 19.0 4.8 4.8 14.3 0.0 

2024 年 8 月 18 55.6 5.6 0.0 16.7 16.7 5.6 0.0 

2024 年 9 月 24 29.2 33.3 12.5 12.5 4.2 8.3 0.0 

2024 年 10 月 48 52.1 14.6 18.8 10.4 0.0 4.2 0.0 

2024 年 11 月 49 57.1 18.4 8.2 10.2 0.0 6.1 0.0 

2024 年 12 月 40 57.5 25.0 7.5 7.5 0.0 2.5 0.0 

無効 10 40.0 10.0 20.0 10.0 10.0 0.0 10.0 

転入した時期を世帯構成でみると、9月を除きいずれも「単身」が多くなっている。 

  

単位：％ 
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⑵ 転入した時期（問 3）×転入のきっかけ（問 8）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾張旭市に転入した時期をきっかけでみると、6、7月は「転勤」が多く、8～12 月は「持ち家の購入」が多くなっている。 

  

 
 

調
査
数
（
件
） 

持
ち
家
の
購
入 

転
職 

賃
貸
住
宅
の
借
り
替
え 

転
勤 

世
帯
か
ら
の
独
立 

結
婚 

親
を
世
話
す
る 

就
職
（
新
卒
者
） 

家
業
を
継
ぐ 

大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
へ
の
進
学 

こ
ど
も
の
入
園
・
入
学 

そ
の
他 

無
効 

全体 261 19.2 14.2 11.5 11.5 8.0 6.5 3.1 2.3 0.4 0.4 0.4 22.2 0.4 

2024 年 6 月 11 9.1 9.1 27.3 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.3 

2024 年 7 月 23 13.0 13.0 4.3 26.1 8.7 4.3 8.7 0.0 0.0 0.0 0.0 4.3 17.4 

2024 年 8 月 18 16.7 16.7 0.0 16.7 16.7 5.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.8 

2024 年 9 月 26 23.1 11.5 3.8 15.4 3.8 11.5 3.8 3.8 0.0 3.8 3.8 0.0 15.4 

2024 年 10 月 48 25.0 14.6 2.1 10.4 8.3 8.3 4.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 27.1 

2024 年 11 月 61 16.4 16.4 11.5 6.6 11.5 8.2 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 26.2 

2024 年 12 月 63 20.6 12.7 27.0 7.9 1.6 4.8 1.6 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 17.5 

無効 11 18.2 18.2 0.0 9.1 18.2 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0 18.2 

単位：％ 
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⑶ 転入の形態（問 4）×転入後の世帯構成（問 5）  
 調

査
数
（
件
） 

単
身 

夫
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
） 

夫
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
こ
ど
も 

父
親
も
し
く
は
母
親
と
こ
ど
も 

３
世
代
同
居 

そ
の
他 

無
効 

全体 220 50.9 18.6 11.4 9.5 2.7 6.4 0.5 

市外にいる世帯から独立 80 72.5 15.0 1.3 2.5 1.3 7.5 0.0 

世帯全体が転入（単身世帯も含む） 134 38.1 21.6 17.2 14.2 3.0 6.0 0.0 

無効 6 50.0 0.0 16.7 0.0 16.7 0.0 16.7 

転入の形態を転入後の世帯構成でみると、いずれも「単身」が多くなっている。 

  

単位：％ 
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⑷ 転入後の世帯構成（問 5）×転入のきっかけ（問 8）  

調
査
数
（
件
） 

持
ち
家
の
購
入 

転
職 

転
勤 

賃
貸
住
宅
の
借
り
替
え 

世
帯
か
ら
の
独
立 

結
婚 

親
を
世
話
す
る 

就
職
（
新
卒
者
） 

大
学
・
大
学
院
・
専
門
学
校
へ
の
進
学 

こ
ど
も
の
入
園
・
入
学 

家
業
を
継
ぐ 

そ
の
他 

無
効 

全体 261 19.2 14.2 11.5 11.5 8.0 6.5 3.1 2.3 0.4 0.4 0.4 22.2 0.4 

単身 140 4.3 22.1 12.1 17.9 13.6 2.1 2.9 3.6 0.0 0.0 0.0 21.4 0.0 

夫婦（パートナー） 47 42.6 0.0 12.8 6.4 2.1 27.7 2.1 0.0 0.0 0.0 0.0 6.4 0.0 

父親もしくは母親とこども 26 15.4 7.7 3.8 7.7 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 57.7 0.0 

夫婦（パートナー）とこども 25 68.0 4.0 16.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.0 0.0 8.0 0.0 

その他 16 6.3 0.0 12.5 0.0 6.3 6.3 6.3 6.3 0.0 0.0 6.3 50.0 0.0 

３世代同居 6 33.3 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

無効 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

転入後の世帯構成をきっかけでみると、単身及び 3世代同居では「転職」が多く、それ以外では「持ち家の購入」が多くなって

いる。 

  

単位：％ 
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⑸ 転入後の世帯構成（問 5）×転入後の住宅（問 9） 

 

調
査
数
（
件
） 

持
ち
家
（
一
戸
建
て
） 

賃
貸
住
宅 

社
宅
・
寮 

そ
の
他 

持
ち
家
（
集
合
住
宅
） 

無
効 

全体 220 36.8 36.4 6.4 5.5 4.1 10.9 

単身 112 18.8 44.6 10.7 8.9 2.7 14.3 

夫婦（パートナー） 41 48.8 43.9 2.4 0.0 0.0 4.9 

夫婦（パートナー）とこども 25 76.0 16.0 4.0 0.0 4.0 0.0 

父親もしくは母親とこども 21 38.1 28.6 0.0 4.8 14.3 14.3 

その他 14 57.1 14.3 0.0 7.1 14.3 7.1 

３世代同居 6 83.3 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 

無効 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

転入後の世帯構成を住宅の種類でみると、単身は「賃貸住宅」が多く、それ以外では「持ち家（一戸建て）」が多くなっている。 

  

単位：％ 
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⑹ 転入後の世帯構成（問 5）×通勤・通学先（問 10） 

 

調
査
数
（
件
） 

名
古
屋
市 

尾
張
旭
市 

尾
張
地
域 

西
三
河
地
域 

そ
の
他 

無
効 

全体 281 47.0 16.7 13.2 7.5 14.9 0.7 

夫婦（パートナー） 90 50.0 13.3 14.4 5.6 16.7 0.0 

単身 89 43.8 21.3 6.7 7.9 20.2 0.0 

夫婦（パートナー）とこども 54 38.9 22.2 24.1 11.1 3.7 0.0 

父親もしくは母親とこども 20 45.0 15.0 15.0 15.0 5.0 5.0 

その他 15 53.3 6.7 0.0 0.0 40.0 0.0 

３世代同居 13 76.9 0.0 15.4 0.0 0.0 7.7 

転入後の世帯構成を通勤・通学先でみると、「名古屋市」が多くなっている。 

  

単位：％ 
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⑺ 転入後の世帯構成（問 5）×他に検討していた市区町村（問 11） 

 
 調

査
数
（
件
） 

な
い
（
尾
張
旭
市
の
み
検
討
） 

名
古
屋
市
守
山
区 

瀬
戸
市 

長
久
手
市 

名
古
屋
市
名
東
区 

春
日
井
市 

日
進
市 

豊
田
市 

名
古
屋
市
中
区 

み
よ
し
市 

東
郷
町 

名
古
屋
市
東
区 

名
古
屋
市
北
区 

そ
の
他 

無
効 

全体 319 26.6 16.0 15.0 10.0 6.0 5.6 4.7 1.6 1.3 0.9 0.9 0.9 0.6 3.4 6.3 

単身 155 31.0 14.2 16.1 7.7 3.9 5.8 3.2 1.9 0.6 1.9 1.3 0.6 0.0 3.9 7.7 

夫婦（パートナー） 70 12.9 21.4 15.7 17.1 10.0 8.6 8.6 1.4 0.0 0.0 1.4 0.0 1.4 0.0 1.4 

夫婦（パートナー）とこども 43 16.3 18.6 16.3 11.6 11.6 2.3 7.0 0.0 2.3 0.0 0.0 2.3 2.3 4.7 4.7 

父親もしくは母親とこども 27 33.3 14.8 11.1 7.4 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 0.0 0.0 3.7 0.0 3.7 7.4 

その他 15 60.0 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 6.7 

３世代同居 8 37.5 12.5 0.0 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 

無効 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

転入後の世帯構成を他の検討先でみると、単身、父親もしくは母親とこども及び 3世代同居は「ない（尾張旭市のみ検討）」が多

く、夫婦や夫婦とこどもでは、「名古屋市守山区」が多くその他にも「瀬戸市」や「長久手市」、「名古屋市名東区」など広範囲を

検討している。  

単位：％ 
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⑻ 転入後の世帯構成（問 5）×転入の決め手（問 12）  
 調

査
数
（
件
） 

条
件
に
合
う
住
宅
・
部
屋
が
見
つ
か
っ
た 

親
が
近
く
に
住
ん
で
い
る 

通
勤
・
通
学
し
や
す
い 

住
宅
の
立
地
環
境
が
よ
か
っ
た 

尾
張
旭
市
で
育
っ
た 

住
宅
・
土
地
が
安
い 

名
古
屋
市
に
出
か
け
や
す
い 

生
活
利
便
施
設
（
店
舗
や
医
療
等
）
が
整
っ
て
い
る 

ま
ち
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る 

治
安
が
よ
い 

友
人
・
知
人
に
勧
め
ら
れ
た 

住
宅
・
敷
地
が
広
い 

生
活
費
が
安
い 

土
地
・
住
宅
を
相
続
し
た 

住
環
境
（
み
ど
り
・
空
気
・
ま
ち
な
み
等
）
が
よ
い 

景
観
が
よ
い 

こ
ど
も
の
育
つ
環
境
が
よ
い 

ま
ち
に
活
気
が
あ
る 

災
害
の
心
配
が
少
な
い 

教
育
環
境
が
よ
い 

若
い
世
代
が
多
く
住
ん
で
い
る 

保
育
が
充
実
し
て
い
る 

そ
の
他 

無
効 

全体 400 18.5 12.0 10.0 6.5 6.0 5.8 4.8 3.0 2.8 2.0 2.0 1.8 1.5 1.5 1.5 1.3 1.0 1.0 0.8 0.5 0.5 0.3 10.5 4.8 

単身 183 19.1 9.3 12.0 4.9 3.3 7.1 3.8 2.7 2.2 1.1 3.8 1.1 1.6 2.2 1.6 1.1 0.5 1.6 0.5 0.0 0.5 0.0 13.7 6.0 

夫婦（パートナー） 99 26.3 12.1 9.1 6.1 0.0 4.0 5.1 5.1 5.1 5.1 1.0 3.0 1.0 1.0 1.0 2.0 3.0 1.0 0.0 1.0 1.0 1.0 3.0 3.0 

夫婦（パートナー）と

こども 
44 11.4 15.9 13.6 13.6 9.1 11.4 6.8 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0 2.3 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 2.3 0.0 0.0 6.8 2.3 

父親もしくは母親とこ

ども 
36 11.1 16.7 0.0 2.8 19.4 0.0 8.3 2.8 5.6 2.8 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 19.4 2.8 

その他 26 11.5 19.2 3.8 11.5 15.4 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 15.4 3.8 

３世代同居 11 9.1 9.1 18.2 9.1 27.3 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 

無効 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 

転入後の世帯構成を住宅の種類でみると、単身や夫婦では「条件に合う住宅・部屋が見つかった」が多く、夫婦とこどもでは

「親が近くに住んでいる」が多く、父親もしくは母親とこどもや 3世代同居では「尾張旭市で育った」が多くなっている。 

  

単位：％ 
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⑼ 転入後の世帯構成（問 5）×心配に思うこと（問 14） 

転入後の世帯構成を心配に思うことでみると、夫婦や夫婦とこども、3世代同居では「保育・子育てサービス」が多く、それ以

外は「特にない」が多い。 

  

 
 調

査
数
（
件
） 

特
に
な
い 

渋
滞 

保
育
・
子
育
て
サ
ー
ビ
ス 

公
共
交
通
、
運
転 

近
所
づ
き
あ
い 

地
震
や
大
雨
等
の
災
害 

こ
ど
も
の
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
生
活 

治
安 

福
祉
サ
ー
ビ
ス 

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
医
療 

食
料
品
・
日
用
品
の
買
い
物 

い
い
雰
囲
気
の
飲
食
店
の
有
無 

就
職
（
正
社
員
・
パ
ー
ト
） 

こ
ど
も
の
遊
び
場 

こ
ど
も
の
も
の
習
い
ご
と 

こ
ど
も
の
進
学 

そ
の
他 

新
し
い
友
人
と
の
出
会
い 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー 

趣
味
や
教
養
の
機
会 

無
効 

全体 424 15.8 9.0 8.0 7.8 6.6 6.1 5.9 5.7 5.4 4.7 4.5 4.5 3.3 1.9 1.9 1.7 1.4 1.4 0.7 0.7 2.8 

単身 187 23.0 12.8 2.1 10.2 5.9 5.9 2.1 8.6 4.8 4.3 4.3 3.7 2.7 0.5 0.0 1.1 2.1 2.1 0.0 0.5 3.2 

夫婦（パートナー） 104 5.8 8.7 13.5 7.7 4.8 5.8 8.7 4.8 5.8 7.7 5.8 5.8 3.8 1.9 2.9 1.9 1.0 0.0 1.0 1.0 1.9 

夫婦（パートナー）とこども 56 5.4 3.6 21.4 1.8 14.3 5.4 16.1 1.8 1.8 1.8 1.8 3.6 3.6 7.1 5.4 1.8 1.8 1.8 0.0 0.0 0.0 

父親もしくは母親とこども 42 21.4 4.8 2.4 7.1 4.8 7.1 7.1 2.4 9.5 4.8 4.8 4.8 2.4 2.4 4.8 2.4 0.0 2.4 0.0 2.4 2.4 

その他 24 20.8 0.0 4.2 4.2 4.2 8.3 0.0 4.2 12.5 4.2 8.3 8.3 4.2 0.0 0.0 4.2 0.0 0.0 8.3 0.0 4.2 

３世代同居 10 10.0 10.0 20.0 10.0 10.0 10.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.0 

無効 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

単位：％ 
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⑽ 転入後の世帯構成（単身）（問 5）×年齢（問 2）  

調
査
数
（
件
） 

19
歳
以
下 

20
歳
代 

30
歳
代 

40
歳
代 

50
歳
代 

60
歳
代 

70
歳
以
上 

単身 112 0.9 34.8 33.9 9.8 8.9 6.3 5.4 

転入後の世帯構成のうち単身を年齢でみると、「20 歳代」及び「30 歳代」が多くなっている。 

 

⑾ 転入後の世帯構成（単身）（問 5）×転入のきっかけ（問 8） 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入後の世帯構成のうち単身をきっかけでみると、「転職」や「賃貸住宅の借り替え」が多くなっている。 

  

 

調
査
数
（
件
） 

持
ち
家
の
購
入 

転
職 

転
勤 

賃
貸
住
宅
の
借
り
替
え 

世
帯
か
ら
の
独
立 

結
婚 

親
を
世
話
す
る 

就
職
（
新
卒
者
） 

大
学
・
大
学
院
・
専
門
学

校
へ
の
進
学 

こ
ど
も
の
入
園
・
入
学 

家
業
を
継
ぐ 

そ
の
他 

無
効 

単身 140 4.3 22.1 12.1 17.9 13.6 2.1 2.9 3.6 0.0 0.0 0.0 21.4 0.0 

単位：％ 

単位：％ 
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⑿ 転入後の世帯構成（単身）（問 5）×通勤・通学先（問 10）  

調
査
数
（
件
） 

名
古
屋
市 

尾
張
旭
市 

尾
張
地
域 

西
三
河
地
域 

そ
の
他 

無
効 

単身 89 43.8 21.3 6.7 7.9 20.2 0.0 

転入後の世帯構成のうち単身を通勤・通学先でみると、「名古屋市」が多くなっている。 

 

⒀ 転入後の世帯構成（単身）（問 5）×転入の決め手（問 12）  
 調

査
数
（
件
） 

条
件
に
合
う
住
宅
・
部
屋
が
見
つ
か
っ
た 

親
が
近
く
に
住
ん
で
い
る 

通
勤
・
通
学
し
や
す
い 

住
宅
の
立
地
環
境
が
よ
か
っ
た 

尾
張
旭
市
で
育
っ
た 

住
宅
・
土
地
が
安
い 

名
古
屋
市
に
出
か
け
や
す
い 

生
活
利
便
施
設
（
店
舗
や
医
療
等
）
が
整
っ
て
い
る 

ま
ち
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る 

治
安
が
よ
い 

友
人
・
知
人
に
勧
め
ら
れ
た 

住
宅
・
敷
地
が
広
い 

生
活
費
が
安
い 

土
地
・
住
宅
を
相
続
し
た 

住
環
境
（
み
ど
り
・
空
気
・
ま
ち
な
み
等
）
が
よ
い 

景
観
が
よ
い 

こ
ど
も
の
育
つ
環
境
が
よ
い 

ま
ち
に
活
気
が
あ
る 

災
害
の
心
配
が
少
な
い 

教
育
環
境
が
よ
い 

若
い
世
代
が
多
く
住
ん
で
い
る 

保
育
が
充
実
し
て
い
る 

そ
の
他 

無
効 

単身 183 19.1 9.3 12.0 4.9 3.3 7.1 3.8 2.7 2.2 1.1 3.8 1.1 1.6 2.2 1.6 1.1 0.5 1.6 0.5 0.0 0.5 0.0 13.7 6.0 

転入後の世帯構成のうち単身を決め手でみると、「条件に合う住宅・部屋が見つかった」「通勤・通学しやすい」が多くなってい

る。 

  

単位：％ 

単位：％ 
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⒁ 転入前の居住地域（上位 5項目）（問 6）×転入の形態（問 4） 

 

調
査
数
（
件
） 

世
帯
全
体
が
転
入
（
単

身
世
帯
も
含
む
） 

市
外
に
い
る
世
帯
か
ら

独
立 

無
効 

全体 220 60.9 36.4 2.7 

その他の都道府県 31 67.7 22.6 9.7 

上記以外の名古屋市の区 30 66.7 33.3 0.0 

名古屋市守山区 26 65.4 34.6 0.0 

瀬戸市 24 37.5 62.5 0.0 

上記以外の愛知県の市町村 22 50.0 50.0 0.0 

転入前の居住地域（上位 5項目）を転入の形態でみると、「世帯全体が転入（単身世帯も含む）」が多くなっている。 

 

  

単位：％ 
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⒂ 転入のきっかけ（問 8）×転入の決め手（上位 10 項目）（問 12） 

         転入の決め手 

 

 

 

 

 

転入のきっかけ 

調
査
数
（
件
） 

条
件
に
合
う
住
宅
・
部
屋
が
見
つ

か
っ
た 

親
が
近
く
に
住
ん
で
い
る 

通
勤
・
通
学
し
や
す
い 

住
宅
の
立
地
環
境
が
よ
か
っ
た 

尾
張
旭
市
で
育
っ
た 

住
宅
・
土
地
が
安
い 

名
古
屋
市
に
出
か
け
や
す
い 

生
活
利
便
施
設
（
店
舗
や
医
療

等
）
が
整
っ
て
い
る 

ま
ち
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る 

友
人
・
知
人
に
勧
め
ら
れ
た 

治
安
が
よ
い 

住
宅
・
敷
地
が
広
い 

全体 411 18.2 11.9 10.2 7.1 6.3 5.8 4.6 2.9 2.7 1.9 1.9 1.9 

持ち家の購入 98 20.4 13.3 9.2 15.3 3.1 8.2 8.2 6.1 2.0 0.0 2.0 2.0 

転職 51 21.6 5.9 21.6 5.9 9.8 11.8 2.0 0.0 3.9 0.0 0.0 2.0 

転勤 46 17.4 10.9 15.2 2.2 6.5 2.2 6.5 2.2 4.3 6.5 0.0 2.2 

結婚 46 21.7 8.7 10.9 6.5 2.2 6.5 4.3 2.2 2.2 0.0 4.3 4.3 

賃貸住宅の借り替え 37 27.0 2.7 2.7 5.4 0.0 10.8 2.7 0.0 2.7 8.1 10.8 0.0 

世帯からの独立 36 22.2 8.3 16.7 8.3 2.8 5.6 11.1 8.3 2.8 0.0 0.0 2.8 

親を世話する 15 6.7 33.3 6.7 6.7 13.3 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 0.0 6.7 

就職（新卒者） 10 10.0 10.0 10.0 10.0 10.0 0.0 0.0 10.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

大学・大学院・専門学校への進学 3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

こどもの入園・入学 3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

家業を継ぐ 2 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 63 9.5 17.5 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 1.6 3.2 0.0 0.0 

無効 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

転入のきっかけを決め手（上位 10 項目）でみると、多くの項目で「条件に合う住宅・部屋が見つかった」が多くなっている。 

  

単位：％ 
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⒃ 尾張旭市のホームページの閲覧状況（問 13）×転入前の居住地域（上位 10 項目）（問 6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームページの閲覧状況を転入前の居住地域（上位 10 項目）でみると、転入先を検討する際に見たでは「上記以外の名古屋市の

区」が多く、見ていないでは「その他の都道府県」「上記以外の名古屋市の区」「瀬戸市」が多くなっている。 

 

  

 
 調

査
数
（
件
） 

そ
の
他
の
都
道
府
県 

上
記
以
外
の
名
古
屋
市
の
区 

名
古
屋
市
守
山
区 

瀬
戸
市 

上
記
以
外
の
愛
知
県
の
市
町
村 

長
久
手
市 

東
京
圏
（
埼
玉
県
・
千
葉
県
・

東
京
都
・
神
奈
川
県
） 

名
古
屋
市
名
東
区 

大
阪
圏
（
京
都
府
・
大
阪
府
・

兵
庫
県
） 

春
日
井
市 

全体 220 14.1 13.6 11.8 10.9 10.0 5.9 5.0 4.5 4.1 4.1 

転入先を検討する際に見た 11 9.1 27.3 18.2 9.1 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0 

転入を決めてから見た 26 7.7 11.5 15.4 3.8 7.7 11.5 11.5 0.0 7.7 3.8 

見ていない 165 13.3 12.7 10.9 12.7 10.3 5.5 4.2 6.1 4.2 4.8 

無効 18 33.3 16.7 11.1 5.6 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

単位：％ 
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３ 転出者アンケート集計結果（単純集計） 

⑴ 性別（問 1） 

 調査数（件） 

男性 72 

女性 68 

回答しない 3 

合計 143 

 

 

 

 

 

性別は、「男性」が 72 件（50.3％）、「女性」が 68 件（47.6％）であり、ほぼ同数となっている。 

  

50.3%47.6%

2.1%

性別

男性

女性

回答しない
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⑵ 年齢（問 2） 

 調査数（件） 

19 歳以下 2 

20 歳代 52 

30 歳代 34 

40 歳代 18 

50 歳代 17 

60 歳代 11 

70 歳以上 9 

合計 143 

 

 

年齢は、20 歳代が 52 件（36.4％）で最多となっている。 

  

1.4%

36.4%

23.8%

12.6%

11.9%

7.7%

6.3%

年齢

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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⑶ 転出した時期（問 3） 

 調査数（件） 

2024 年 6 月 6 

2024 年 7 月 9 

2024 年 8 月 11 

2024 年 9 月 28 

2024 年 10 月 22 

2024 年 11 月 27 

2024 年 12 月 29 

無効 11 

合計 143 

※6月は、月の途中からアンケートを開始 

 

転出した時期では、2024 年 12 月の 29 件（19.6％）が最多となっている。 

  

4.2%

6.3%

7.7%

19.6%

15.4%

18.9%

20.3%

7.7%

転出した時期

2024年6月

2024年7月

2024年8月

2024年9月

2024年10月

2024年11月

2024年12月

無効
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⑷ 転出の形態（問 4） 

 調査数（件） 

市内にいる世帯から独立 69 

世帯全体が転出（単身世帯も含む） 72 

無効 2 

合計 143 

 

 

 

転出の形態では、「市内にいる世帯から独立」が 69 件（48.3％）、「世帯全体が転出（単身世帯も含む）」が 72 件（50.3％）であ

り、ほぼ同数となっている。 

 

⑸ 転出後の世帯構成（問 5） 

 調査数（件） 

単身 66 

夫婦（パートナー） 33 

夫婦（パートナー）とこども 23 

父親もしくは母親とこども 13 

３世代同居 1 

その他 7 

合計 143 

 

転出後の世帯構成では、「単身」が 66 件（46.2％）で最多となっている。なお、「3世代同居」は 1件（0.7％）であり極めて低

い。  

48.3%
50.3%

1.4%

転出の形態

市内にいる世帯から

独立

世帯全体が転出（単

身世帯も含む）

無効

46.2%

23.1%

16.1%

9.1%

0.7%

4.9%
転出後の世帯構成

単身

夫婦（パートナー）

夫婦（パートナー）とこ

ども

父親もしくは母親とこど

も

３世代同居
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⑹ 転出先の居住地域（問 6） 

 調査数（件） 

名古屋市守山区 21 

名古屋市名東区 7 

名古屋市東区 5 

名古屋市北区 3 

名古屋市中区 4 

上記以外の名古屋市の区 19 

春日井市 11 

瀬戸市 11 

長久手市 3 

日進市 2 

東郷町 2 

豊田市 4 

上記以外の愛知県の市町村 13 

岐阜県 4 

三重県 2 

東京圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県） 6 

大阪圏（京都府・大阪府・兵庫県） 5 

その他の都道府県 16 

日本以外の国 2 

無効 3 

合計 143 

 

14.7%

4.9%

3.5%

2.1%

2.8%

13.3%

7.7%7.7%2.1%

1.4%
1.4%

2.8%

9.1%

2.8%

1.4%

4.2%

3.5%

11.2%

1.4%
2.1%

転出先の居住地域 １ 名古屋市守山区

２ 名古屋市名東区

３ 名古屋市東区

４ 名古屋市北区

５ 名古屋市中区

７ 上記以外の名古屋市の区

８ 春日井市

９ 瀬戸市

１０ 長久手市

１１ 日進市

１２ 東郷町

１４ 豊田市

１５ 上記以外の愛知県の市町
村
１６ 岐阜県

１７ 三重県

１８ 東京圏（埼玉県・千葉
県・東京都・神奈川県）
１９ 大阪圏（京都府・大阪
府・兵庫県）
２０ その他の都道府県

２１ 日本以外の国

無効
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転出先の居住地域では、「名古屋市」が最多の 59 件（41.3％）となっていて、中でも「名古屋市守山区」が 21 件（14.7％）で最

も多い。ついで「その他の都道府県」が 16 件（11.1％）となっている。 

  

3

2

2

2

2

3

3

4

4

4

5

5

6

7

11

11

13

16

19

21

0 5 10 15 20 25

無効

日進市

東郷町

三重県

日本以外の国

名古屋市北区

長久手市

名古屋市中区

豊田市

岐阜県

名古屋市東区

大阪圏（京都府・大阪府・兵庫県）

東京圏（埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県）

名古屋市名東区

春日井市

瀬戸市

上記以外の愛知県の市町村

その他の都道府県

上記以外の名古屋市の区

名古屋市守山区

（件）転出先の居住地域（多い順）
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⑺ 転出のきっかけ（問 7） 

 調査数（件） 

就職（新卒者） 3 

転勤 8 

転職 18 

結婚 21 

世帯からの独立 14 

こどもの入園・入学 4 

持ち家の購入 19 

賃貸住宅の借り替え 13 

家業を継ぐ 1 

親を世話する 4 

その他 40 

合計 145 

 

転出することになったきっかけは、「その他」が 40 件（27.6％）で最多となっていて、ついで「結婚」が 21 件（14.5％）、「持ち

家の購入」が 19 件（13.1％）となっている。 

  

2.1% 5.5%

12.4%

14.5%

9.7%

2.8%
13.1%

9.0%0.7%

2.8%

27.6%

転出のきっかけ

２ 就職（新卒者） ３ 転勤 ４ 転職

５ 結婚 ６ 世帯からの独立 ７ こどもの入園・入学

８ 持ち家の購入 ９ 賃貸住宅の借り替え １０ 家業を継ぐ

１１ 親を世話する １２ その他
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⑻ 在住期間（問 8） 

 調査数（件） 

1 年未満 16 

1～3 年 23 

4～5 年 14 

6～10 年 16 

11～20 年 13 

21～30 年 44 

31 年以上 17 

合計 143 

 

尾張旭市の在住期間では、「21～30 年」が 44 件（30.8％）で最多となっている。ついで「1～3年」が 23 件（16.1％）となって

いる。 

  

11.2%

16.1%

9.8%

11.2%
9.1%

30.8%

11.9%

在住期間

１ １年未満

２ １～３年

３ ４～５年

４ ６～10年

５ 11～20年

６ 21～30年

７ 31年以上
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⑼ 転出前後の住宅（問 9） 

      転出後の住宅 

 

 

 

 

転出前の住宅 

持
ち
家
（
一
戸
建
て
） 

持
ち
家
（
集
合
住
宅
） 

賃
貸
住
宅 

社
宅
・
寮 

そ
の
他 

無
効
（
転
出
後
） 

合
計 

持ち家（一戸建て） 12 4 38 3 1 2 60 

持ち家（集合住宅） 1  6   1 8 

賃貸住宅 18 4 31  1 3 57 

社宅・寮 1  2 1 1  5 

その他 3  4  1  8 

無効（転出前）   1   4 5 

合計 35 8 82 4 4 10 143 

 

 

 

転出前後の住宅では、転出前がいずれの場合も、「賃貸住宅」が最多となっている。 

 

  

12

1

18

1

3

4

4

38

6

31

2

4

1

3

1

1

1

1

1

2

1

3

4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 持ち家（一戸建て）

２ 持ち家（集合住宅）

３ 賃貸住宅

４ 社宅・寮

５ その他

無効（転出前）

１ 持ち家（一戸建て） ２ 持ち家（集合住宅）

３ 賃貸住宅 ４ 社宅・寮

５ その他 無効（転出後）

単位：件 
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⑽ 職業、通勤・通学先（問 10） 

 尾
張
旭
市 

名
古
屋
市 

尾
張
地
域 

西
三
河
地
域 

そ
の
他 

合
計 

正社員 7 23 14 7 20 71 

パート・アルバイト 6 7 7 2 2 24 

学生 1 1 2  1 5 

合計 14 31 23 9 23 100 

 

 

 

通勤・通学するかたは 100 人おり、「正社員」が 71 件で最多、また、通勤・通学先では「名古屋市」が 31 件で最多となってい

る。 

 

⑾ 転出することに対する考え（問 11） 

 調査数（件） 

転出したくなかった 23 

どちらともいえない   92 

転出したかった   20 

無効 8 

合計 143 

 

転出することに対する考えでは、「どちらともいえない」が 92 件（64.3％）で最多となっている。 

  

7

6

1

23

7

1

14

7

2

7

2

20

2

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１ 正社員

２ パート・アルバイト

３ 学生

１ 尾張旭市 ２ 名古屋市 ３ 尾張地域

４ 西三河地域 ５ その他

16.1%

64.3%

14.0%

5.6%

１ 転出したくなかった

２ どちらともいえない

３ 転出したかった

無効

単位：件 
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⑿ 転出したくなかった理由（問 12） 

 調査数（件） 

親・親族が住んでいる 7 

友人・知人がいる 8 

まちに愛着がある 11 

こどもの育つ環境がよい 4 

住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよい 11 

交通の便がよい 7 

買い物が便利 6 

お気に入りの店がある 2 

医療が充実している 4 

治安がよい 7 

災害の心配が少ない 4 

家賃・生活費が安い 3 

住んでいる人がよい 2 

その他 1 

合計 77 

 

  

9.1%

10.4%

14.3%

5.2%

14.3%
9.1%

7.8%

2.6%

5.2%

9.1%

5.2%

3.9%
2.6%

1.3%

転出したくなかった理由

親・親族が住んでいる

友人・知人がいる

まちに愛着がある

こどもの育つ環境がよい

住環境（みどり・空気・まちな

み等）がよい

交通の便がよい

買い物が便利

お気に入りの店がある

医療が充実している

治安がよい

災害の心配が少ない

家賃・生活費が安い

住んでいる人がよい

その他
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転出したくなかった理由は、「住環境がよい」「まちに愛着がある」が 11 件（14.3％）で最多となっている。  

1

2

2

3

4

4

4

6

7

7

7

8

11

11

0 2 4 6 8 10 12

その他

お気に入りの店がある

住んでいる人がよい

家賃・生活費が安い

こどもの育つ環境がよい

医療が充実している

災害の心配が少ない

買い物が便利

親・親族が住んでいる

交通の便がよい

治安がよい

友人・知人がいる

まちに愛着がある

住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよい

（件）転出したくなかった理由（多い順）
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⒀ 転出の決め手（問 13） 

 調査数（件） 

個人・家庭の事情（結婚・介護・相続等） 68 

職場の事情（就職・転勤・退寮等） 50 

市内から通えない学校に進学 1 

若い世代が少ない 2 

保育が充実していない 8 

教育環境がよくない 1 

条件に合う分譲住宅・土地が見つからない 9 

条件に合う賃貸住宅が見つからない 9 

家賃が高い 3 

住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよ

くない 

1 

食料品・日用品の買い物環境がよくない 4 

まちに活気がない 1 

生活費が高い 3 

渋滞が多い 1 

交通の便がよくない 10 

まちに愛着がない 1 

その他 18 

合計 190 

 

  

35.8%

26.3%0.5%

1.1%

4.2%0.5%

4.7%

4.7%

1.6%

0.5%

2.1%

0.5%

1.6%

0.5%

5.3%

0.5% 9.5%

転出の決め手
個人・家庭の事情（結婚・介

護・相続等）

職場の事情（就職・転勤・退寮

等）

市内から通えない学校に進学

若い世代が少ない

保育が充実していない

教育環境がよくない

条件に合う分譲住宅・土地が見

つからない

条件に合う賃貸住宅が見つから

ない

家賃が高い

住環境（みどり・空気・まちな

み等）がよくない

食料品・日用品の買い物環境が

よくない

まちに活気がない

生活費が高い

渋滞が多い

交通の便がよくない

まちに愛着がない

その他
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転出する決め手では、「個人・家庭の事情」が 68 件と最多で、ついで「職場の事情」「交通の便がよくない」となっている。 

 

  

18

1

1

1

1

1

1

2

3

3

4

8

9

9

10

50

68

0 10 20 30 40 50 60 70 80

その他

市内から通えない学校に進学

教育環境がよくない

住環境（みどり・空気・まちなみ等）がよくない

まちに活気がない

渋滞が多い

まちに愛着がない

若い世代が少ない

家賃が高い

生活費が高い

食料品・日用品の買い物環境がよくない

保育が充実していない

条件に合う分譲住宅・土地が見つからない

条件に合う賃貸住宅が見つからない

交通の便がよくない

職場の事情（就職・転勤・退寮等）

個人・家庭の事情（結婚・介護・相続等）

（件）転出の決め手（多い順）
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⒁ 尾張旭市内での暮らし方（問 14） 

 調査数（件） 

多くの時間を市外で過ごしており、市

内で活動することはほどんどなかった 
33 

仕事・勉強等の時間を市外で過ごして

いたが、休日は主に市内で活動した 
19 

仕事・勉強等で市外にいる時間以外

は、主に市内で活動した 
21 

多くの時間を市内で過ごした 63 

無効 7 

合計 143 

 

 

 

 

 

 

これまでの尾張旭市内での暮らし方は、「多くの時間を市内で過ごした」が 63 件（44.1％）で最多となっている。 

  

23.1%

13.3%

14.7%

44.1%

4.9%

尾張旭市内での暮らし方

１ 多くの時間を市外で

過ごしており、市内で活

動することはほどんどな

かった

２ 仕事・勉強等の時間

を市外で過ごしていた

が、休日は主に市内で活

動した

３ 仕事・勉強等で市外

にいる時間以外は、主に

市内で活動した

４ 多くの時間を市内で

過ごした

無効
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⒂ ここ１年間の生活（問 15） 

 調査数（件） 

市内に親しい友人・知人がいる 55 

市内にお気に入りの飲食店がある 47 

地元の祭りに参加した 20 

自治会等の地域活動に参加した 7 

ボランティア活動に参加した 6 

図書館を利用した 30 

児童館を利用した 19 

子育て支援センターを利用した 9 

公園を利用した 51 

散歩・サイクリングをした 46 

習いごとや趣味の活動、スポーツをした 23 

飲食店で友人・知人と懇談した 41 

市内の店やイベント等をＳＮＳで紹介した 2 

その他 6 

特にない 35 

無効 5 

合計 402 

 

 

 

  

13.7%

11.7%

5.0%

1.7%

1.5%7.5%

4.7%
2.2%12.7%

11.4%

5.7%

10.2%

0.5%

1.5%
8.7%

1.2%

ここ１年間の生活

市内に親しい友人・知人が

いる

市内にお気に入りの飲食店

がある

地元の祭りに参加した

自治会等の地域活動に参加

した

ボランティア活動に参加し

た

図書館を利用した

児童館を利用した

子育て支援センターを利用

した

公園を利用した

散歩・サイクリングをした

習いごとや趣味の活動、ス

ポーツをした

飲食店で友人・知人と懇談

した

市内の店やイベント等をＳ

ＮＳで紹介した

その他

特にない

無効
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 ここ１年間の生活は、「市内に親しい友人・知人がいる」が 55 件（13.7％）で最多、ついで「公園を利用した」が 51 件

（12.7％）、「市内にお気に入りの飲食店がある」が 47 件（11.7％）となっている。 

  

5

2

6

6

7

9

19

20

23

30

35

41

46

47

51

55

0 10 20 30 40 50 60

無効

市内の店やイベント等をＳＮＳで紹介した

ボランティア活動に参加した

その他

自治会等の地域活動に参加した

子育て支援センターを利用した

児童館を利用した

地元の祭りに参加した

習いごとや趣味の活動、スポーツをした

図書館を利用した

特にない

飲食店で友人・知人と懇談した

散歩・サイクリングをした

市内にお気に入りの飲食店がある

公園を利用した

市内に親しい友人・知人がいる

（件）ここ１年間の生活
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４ 転出者アンケート集計結果（クロス集計） 

⑴ 転出した時期（問 3）×転出の形態（問 4） 

 調
査
数
（
件
） 

市
内
に
い
る
世
帯
か
ら

独
立 

世
帯
全
体
が
転
出
（
単

身
世
帯
も
含
む
） 

無
効 

全体 143 48.3 50.3 1.4 

2024 年 6 月 6 50.0  50.0  0.0  

2024 年 7 月 9 66.7  33.3  0.0  

2024 年 8 月 11 45.5  54.5  0.0  

2024 年 9 月 28 50.0  50.0  0.0  

2024 年 10 月 22 45.5  54.5  0.0  

2024 年 11 月 27 44.4  55.6  0.0  

2024 年 12 月 29 48.3  51.7  0.0  

無効 11 45.5  36.4  18.2  

転出した時期を転出の形態でみると、時期による大きな差はない。 

 

単位：％ 



54 

 

⑵ 転出した時期（問 3）×転出後の世帯構成（問 5） 

 調
査
数
（
件
） 

単
身 

夫
婦
（
パ
ー
ト

ナ
ー
） 

夫
婦
（
パ
ー
ト

ナ
ー
）
と
こ
ど

も 父
親
も
し
く
は

母
親
と
こ
ど
も 

３
世
代
同
居 

そ
の
他 

全体 143 46.2 23.1 16.1 9.1 0.7 4.9 

2024 年 6 月 6 83.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 

2024 年 7 月 9 33.3 44.4 11.1 11.1 0.0 0.0 

2024 年 8 月 11 36.4 27.3 18.2 18.2 0.0 0.0 

2024 年 9 月 28 35.7 28.6 14.3 10.7 0.0 10.7 

2024 年 10 月 22 31.8 31.8 31.8 4.5 0.0 0.0 

2024 年 11 月 27 59.3 22.2 7.4 7.4 0.0 3.7 

2024 年 12 月 29 48.3 10.3 17.2 13.8 0.0 10.3 

無効 11 63.6 18.2 9.1 0.0 9.1 0.0 

調査期間を通して単身の転出の割合が高い。特に 6月、11 月、12 月は半数以上が単身となっている。 

  

単位：％ 
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⑶ 転出した時期（問 3）×転出先の居住地域（問 6） 

 調
査
数
（
件
） 

名
古
屋
市
守
山
区 

名
古
屋
市
名
東
区 

名
古
屋
市
東
区 

名
古
屋
市
北
区 

名
古
屋
市
中
区 

上
記
以
外
の
名
古
屋
市
の
区 

春
日
井
市 

瀬
戸
市 

長
久
手
市 

日
進
市 

東
郷
町 

豊
田
市 

上
記
以
外
の
愛
知
県
の
市
町
村 

岐
阜
県 

三
重
県 

東
京
圏
（
埼
玉
県
・
千
葉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
） 

大
阪
圏
（
京
都
府
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
） 

そ
の
他
の
都
道
府
県 

日
本
以
外
の
国 

無
効 

全体 143 14.7 4.9 3.5 2.1 2.8 13.3 7.7 7.7 2.1 1.4 1.4 2.8 9.1 2.8 1.4 4.2 3.5 11.2 1.4 2.1 

2024 年 6 月 6 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 

2024 年 7 月 9 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 22.2 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 22.2 0.0 0.0 

2024 年 8 月 11 18.2 18.2 9.1 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 0.0 0.0 27.3 0.0 0.0 

2024 年 9 月 28 7.1 14.3 7.1 3.6 3.6 7.1 3.6 7.1 0.0 0.0 3.6 3.6 7.1 7.1 3.6 7.1 3.6 7.1 0.0 3.6 

2024 年 10 月 22 9.1 0.0 9.1 4.5 13.6 18.2 4.5 9.1 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 4.5 4.5 9.1 0.0 4.5 

2024 年 11 月 27 29.6 0.0 0.0 0.0 0.0 14.8 14.8 3.7 3.7 3.7 3.7 3.7 7.4 3.7 0.0 7.4 3.7 0.0 0.0 0.0 

2024 年 12 月 29 10.3 0.0 0.0 0.0 0.0 20.7 6.9 13.8 0.0 0.0 0.0 3.4 10.3 3.4 0.0 0.0 3.4 20.7 6.9 0.0 

無効 11 18.2 0.0 0.0 9.1 0.0 9.1 0.0 9.1 18.2 0.0 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 9.1 

転出した時期を転出先の居住地域でみると、6月及び 11 月は「名古屋市守山区」が 33.3％、29.6％と最多となり、7月は「上位

以外の愛知県の市町村」、8月は「その他の都道府県」が最多となっている。 

 

単位：％ 
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⑷ 転出した時期（問 3）×転出のきっかけ（問 7） 

 調
査
数
（
件
） 

就
職
（
新
卒
者
） 

転
勤 

転
職 

結
婚 

世
帯
か
ら
の
独
立 

こ
ど
も
の
入
園
・
入
学 

持
ち
家
の
購
入 

賃
貸
住
宅
の
借
り
替
え 

家
業
を
継
ぐ 

親
を
世
話
す
る 

そ
の
他 

全体 145 2.1 5.6 12.6 14.7 9.8 2.8 13.3 9.1 0.7 2.8 28.0 

2024 年 6 月 6 0.0 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 16.7 

2024 年 7 月 9 0.0 11.1 11.1 33.3 11.1 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 22.2 

2024 年 8 月 11 0.0 0.0 0.0 9.1 9.1 18.2 9.1 18.2 9.1 9.1 18.2 

2024 年 9 月 29 6.9 6.9 17.2 13.8 3.4 3.4 24.1 0.0 0.0 3.4 20.7 

2024 年 10 月 22 0.0 4.5 18.2 18.2 18.2 0.0 4.5 9.1 0.0 0.0 27.3 

2024 年 11 月 27 0.0 3.7 11.1 14.8 11.1 0.0 11.1 14.8 0.0 0.0 33.3 

2024 年 12 月 30 3.3 3.3 10.0 13.3 10.0 3.3 13.3 6.7 0.0 6.7 30.0 

無効 11 0.0 9.1 9.1 9.1 9.1 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 45.5 

転出した時期を転出することになったきっかけでみると、6月、9月は「持ち家の購入」が 33.3％、24.1％と最多であるのに対

し、7月及び 10～12 月は「結婚」が 33.3％、18.2％、14.8％、13.3％と最多となっている。（その他を除く） 

 

  

単位：％ 
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⑸ 転出の形態（問 4）×転出後の世帯構成（問 5） 

 調
査
数
（
件
） 

単
身 

夫
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
） 

夫
婦
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と
こ
ど
も 

父
親
も
し
く
は
母
親
と
こ
ど
も 

３
世
代
同
居 

そ
の
他 

全体 143 46.2 23.1 16.1 9.1 0.7 4.9 

市内にいる世帯から独立 69 63.8 23.2 2.9 4.3 0.0 5.8 

世帯全体が転出（単身世帯も含む） 72 30.6 20.8 29.2 13.9 1.4 4.2 

無効 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

転出の形態を転出後の世帯構成でみると、市内にいる世帯から独立では、「単身」が 63.8％で最多となっている。世帯全体が転

出（単身世帯も含む）では、「単身」が 30.6％と最多であるものの、「夫婦（パートナー）とこども」が 29.2％となっている。 

 

  

単位：％ 
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⑹ 転出後の世帯構成（問 5）×転出のきっかけ（問 7） 

 調
査
数
（
件
） 

就
職
（
新
卒
者
） 

転
勤 

転
職 

結
婚 

世
帯
か
ら
の
独
立 

こ
ど
も
の
入
園
・
入
学 

持
ち
家
の
購
入 

賃
貸
住
宅
の
借
り
替
え 

家
業
を
継
ぐ 

親
を
世
話
す
る 

そ
の
他 

全体 145 2.1 5.6 12.6 14.7 9.8 2.8 13.3 9.1 0.7 2.8 28.0 

単身 66 3.0 9.1 19.7 7.6 19.7 0.0 4.5 7.6 0.0 1.5 27.3 

夫婦（パートナー） 33 3.0 0.0 3.0 39.4 0.0 0.0 12.1 9.1 0.0 0.0 33.3 

夫婦（パートナー）とこども 25 0.0 8.0 8.0 12.0 0.0 12.0 32.0 8.0 4.0 0.0 16.0 

父親もしくは母親とこども 13 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 30.8 15.4 0.0 15.4 30.8 

３世代同居 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 

その他 7 0.0 0.0 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0 14.3 0.0 14.3 28.6 

転出後の世帯構成を転出することになったきっかけでみると、単身では「転職」及び「世帯からの独立」が 19.7％、夫婦（パー

トナー）では「結婚」が 39.4％、夫婦（パートナー）とこども及び父親もしくは母親とこどもは「持ち家の購入」が 32.0％、

30.8％と最多となっている。 

 

 

 

  

単位：％ 
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⑺ 転出後の世帯構成（問 5）×転出することに対する考え（問 11） 

 調
査
数
（
件
） 

転
出
し
た
く
な
か
っ
た 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

転
出
し
た
か
っ
た 

無
効 

全体 143 16.1 64.3 14.0 5.6 

単身 66 16.7 66.7 10.6 6.1 

夫婦（パートナー） 33 9.1 60.6 24.2 6.1 

夫婦（パートナー）とこども 23 21.7 60.9 13.0 4.3 

父親もしくは母親とこども 13 7.7 69.2 15.4 7.7 

３世代同居 1 100.0 0.0 0.0 0.0 

その他 7 28.6 71.4 0.0 0.0 

転出後の世帯構成を転出することに対する考えを見ると、3世代同居を除いて「どちらともいえない」が最多となっている。 

  

単位：％ 
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⑻ 転出後の世帯構成（問 5）×転出したくなかった理由（問 12） 

 調
査
数
（
件
） 

親
・
親
族
が
住
ん
で
い
る 

友
人
・
知
人
が
い
る 

ま
ち
に
愛
着
が
あ
る 

こ
ど
も
の
育
つ
環
境
が
よ
い 

住
環
境
（
み
ど
り
・
空
気
・
ま

ち
な
み
等
）
が
よ
い 

交
通
の
便
が
よ
い 

買
い
物
が
便
利 

お
気
に
入
り
の
店
が
あ
る 

医
療
が
充
実
し
て
い
る 

治
安
が
よ
い 

災
害
の
心
配
が
少
な
い 

家
賃
・
生
活
費
が
安
い 

住
ん
で
い
る
人
が
よ
い 

そ
の
他 

全体 197 4.9 5.6 7.7 2.8 7.7 4.9 4.2 1.4 2.8 4.9 2.8 2.1 1.4 0.7 

単身 84 4.8 3.6 6.0 1.2 4.8 2.4 2.4 0.0 0.0 4.8 2.4 1.2 0.0 1.2 

夫婦（パートナー） 44 2.3 4.5 0.0 0.0 6.8 4.5 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 2.3 0.0 0.0 

夫婦（パートナー）とこども 40 2.5 2.5 7.5 7.5 7.5 5.0 5.0 2.5 2.5 5.0 2.5 2.5 2.5 0.0 

父親もしくは母親とこども 15 0.0 6.7 6.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.7 0.0 

３世代同居 2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

その他 12 8.3 0.0 8.3 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

転出後の世帯構成を転出したくなかった理由でみると、多くの項目で「まちに愛着がある」が多く、夫婦では「住環境がよい」

が最多となっている。 

  

単位：％ 
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⑼ 転出後の世帯構成（問 5）×転出の決め手（問 13） 

 調
査
数
（
件
） 

個
人
・
家
庭
の
事
情
（
結
婚
・
介
護
・
相
続
等
） 

職
場
の
事
情
（
就
職
・
転
勤
・
退
寮
等
） 

市
内
か
ら
通
え
な
い
学
校
に
進
学 

若
い
世
代
が
少
な
い 

保
育
が
充
実
し
て
い
な
い 

教
育
環
境
が
よ
く
な
い 

条
件
に
合
う
分
譲
住
宅
・
土
地
が
見
つ
か
ら
な

い 条
件
に
合
う
賃
貸
住
宅
が
見
つ
か
ら
な
い 

家
賃
が
高
い 

住
環
境
（
み
ど
り
・
空
気
・
ま
ち
な
み
等
）
が

よ
く
な
い 

食
料
品
・
日
用
品
の
買
い
物
環
境
が
よ
く
な
い 

ま
ち
に
活
気
が
な
い 

生
活
費
が
高
い 

渋
滞
が
多
い 

交
通
の
便
が
よ
く
な
い 

ま
ち
に
愛
着
が
な
い 

そ
の
他 

無
効 

全体 199 47.6 35.0 0.7 1.4 5.6 0.7 6.3 6.3 2.1 0.7 2.8 0.7 2.1 0.7 7.0 0.7 12.6 6.3 

単身 89 27.0 38.2 0.0 0.0 0.0 0.0 2.2 5.6 1.1 1.1 1.1 0.0 1.1 1.1 6.7 1.1 6.7 6.7 

夫婦（パートナー） 46 47.8 15.2 0.0 2.2 2.2 2.2 4.3 2.2 0.0 0.0 6.5 0.0 0.0 0.0 4.3 0.0 10.9 2.2 

夫婦（パートナー）とこども 37 24.3 18.9 2.7 2.7 16.2 0.0 10.8 2.7 2.7 0.0 0.0 2.7 2.7 0.0 5.4 0.0 5.4 2.7 

父親もしくは母親とこども 17 47.1 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 5.9 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 5.9 0.0 0.0 0.0 17.6 5.9 

３世代同居 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100 0.0 

その他 9 55.6 22.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.1 0.0 

転出後の世帯構成を転出の決め手でみると、単身では「職場の事情」、夫婦（パートナー）、夫婦（パートナー）とこども及び父

親もしくは母親とこどもでは「個人・家庭の事情」が最多となっている。 

 

  

単位：％ 
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⑽ 転出のきっかけ（問 7）×転出することに対する考え（問 11） 

 調
査
数
（
件
） 

転
出
し
た
く
な
か
っ
た 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

転
出
し
た
か
っ
た 

無
効 

全体 145 16.1 65.0 14.7 5.6 

就職（新卒者） 3 0.0 100.0 0.0 0.0 

転勤 8 12.5 62.5 25.0 0.0 

転職 18 22.2 66.7 5.6 5.6 

結婚 21 9.5 66.7 14.3 9.5 

世帯からの独立 14 0.0 85.7 7.1 7.1 

こどもの入園・入学 4 0.0 75.0 25.0 0.0 

持ち家の購入 19 15.8 78.9 5.3 0.0 

賃貸住宅の借り替え 13 23.1 30.8 46.2 0.0 

家業を継ぐ 1 100.0 0.0 0.0 0.0 

親を世話する 4 50.0 25.0 0.0 25.0 

その他 40 17.5 60.0 15.0 7.5 

転出のきっかけを転出することに対する考えでみると、賃貸住宅の借り替えでは「転出したかった」が 46.2％で、家業を継ぐ及

び親の世話をするでは「転出したくなかった」が 100％、50.0％で最多となっているが、その他では「どちらともいえない」が

最多となっている。 

 

  

単位：％ 
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⑾ 在住期間（問 8）×転出のきっかけ（問 7） 

 調
査
数
（
件
） 

就
職
（
新
卒
者
） 

転
勤 

転
職 

結
婚 

世
帯
か
ら
の
独
立 

こ
ど
も
の
入
園
・
入
学 

持
ち
家
の
購
入 

賃
貸
住
宅
の
借
り
替
え 

家
業
を
継
ぐ 

親
を
世
話
す
る 

そ
の
他 

全体 145 2.1 5.6 12.6 14.7 9.8 2.8 13.3 9.1 0.7 2.8 28.0 

1 年未満 17 0.0 5.9 11.8 11.8 0.0 5.9 5.9 17.6 0.0 0.0 41.2 

1～3 年 23 0.0 4.3 13.0 4.3 8.7 4.3 26.1 8.7 0.0 0.0 30.4 

4～5 年 15 0.0 6.7 20.0 0.0 0.0 13.3 40.0 0.0 0.0 0.0 20.0 

6～10 年 16 0.0 6.3 6.3 18.8 6.3 0.0 6.3 18.8 0.0 6.3 31.3 

11～20 年 13 7.7 0.0 15.4 7.7 7.7 0.0 7.7 0.0 7.7 0.0 46.2 

21～30 年 44 4.5 9.1 11.4 22.7 20.5 0.0 6.8 6.8 0.0 2.3 15.9 

31 年以上 17 0.0 0.0 11.8 23.5 5.9 0.0 5.9 11.8 0.0 11.8 29.4 

尾張旭市の在住期間を転出のきっかけでみると、4～5年の「持ち家の購入」が 40.0％で最多となっており、転出者数が最多の

21～30 年では「結婚」が 22.7％で最多となっている。 

 

 

  

単位：％ 
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⑿ 在住期間（問 8）×転出することに対する考え（問 11） 

 調
査
数
（
件
） 

転
出
し
た
く
な
か
っ
た 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

転
出
し
た
か
っ
た 

無
効 

全体 143 16.1 64.3 14.0 5.6 

１年未満 16 12.5 62.5 18.8 6.3 

1～3 年 23 8.7 65.2 17.4 8.7 

4～5 年 14 14.3 85.7 0.0 0.0 

6～10 年 16 12.5 50.0 25.0 12.5 

11～20 年 13 23.1 53.8 23.1 0.0 

21～30 年 44 18.2 68.2 6.8 6.8 

31 年以上 17 23.5 58.8 17.6 0.0 

尾張旭市の在住期間を転出することに対する考えでみると、いずれも「どちらともいえない」が最多となっている。 

  

単位：％ 
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⒀ 転出することに対する考え（問 11）×尾張旭市内での暮らし方（問 14） 

 調
査
数
（
件
） 

多
く
の
時
間
を
市
外
で
過
ご
し
て
お
り
、
市
内

で
活
動
す
る
こ
と
は
ほ
ど
ん
ど
な
か
っ
た 

仕
事
・
勉
強
等
の
時
間
を
市
外
で
過
ご
し
て

い
た
が
、
休
日
は
主
に
市
内
で
活
動
し
た 

仕
事
・
勉
強
等
で
市
外
に
い
る
時
間
以
外
は
、

主
に
市
内
で
活
動
し
た 

多
く
の
時
間
を
市
内
で
過
ご
し
た 

無
効 

全体 143 23.1 13.3 14.7 44.1 4.9 

転出したくなかった 23 13.0 13.0 13.0 56.5 4.3 

どちらともいえない 92 28.3 10.9 18.5 41.3 1.1 

転出したかった   20 20.0 25.0 5.0 45.0 5.0 

無効 8 0.0 12.5 0.0 37.5 50.0 

転出することに対する考えをこれまでの尾張旭市内での暮らし方でみると、いずれも「多くの時間を市内で過ごした」が最多と

なっていた。 

  

単位：％ 
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⒁ 転出することに対する考え（問 11）×ここ１年間の生活（問 15） 

 調
査
数
（
件
） 

市
内
に
親
し
い
友
人
・
知
人
が
い
る 

市
内
に
お
気
に
入
り
の
飲
食
店
が
あ
る 

地
元
の
祭
り
に
参
加
し
た 

自
治
会
等
の
地
域
活
動
に
参
加
し
た 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た 

図
書
館
を
利
用
し
た 

児
童
館
を
利
用
し
た 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
た 

公
園
を
利
用
し
た 

散
歩
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
し
た 

習
い
ご
と
や
趣
味
の
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た 

飲
食
店
で
友
人
・
知
人
と
懇
談
し
た 

市
内
の
店
や
イ
ベ
ン
ト
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

紹
介
し
た 

そ
の
他 

特
に
な
い 

全体 402 38.5  32.9  14.0  4.9  4.2  21.0  13.3  6.3  35.7  32.2  16.1  28.7  1.4  4.2  24.5  

転出したくなかった 82 7.7  8.4  3.5  2.1  2.1  3.5  2.1  0.7  6.3  5.6  4.9  6.3  0.7  1.4  2.1  

どちらともいえない 259 23.1  23.1  9.1  2.1  1.4  14.7  9.8  4.2  21.7  21.7  9.8  18.2  0.7  2.8  18.9  

転出したかった 50 5.6  1.4  1.4  0.7  0.7  2.8  1.4  1.4  7.0  4.9  1.4  2.8  0.0  0.0  2.8  

無効 11 2.1  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.0  0.7  0.0  0.0  1.4  0.0  0.0  0.7  

転出することに対する考えを尾張旭市でのここ１年間の生活でみると、転出したくなかったでは「市内にお気に入りの飲食店が

ある」が多く、どちらともいえないでは「市内に親しい友人・知人がいる」「市内にお気に入りの飲食店がある」が多くなってい

る。転出したかったでは「公園を利用した」が多かった。  

単位：％ 
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第３ 参考 

アンケート依頼文 

１ 転入 

 ⑴ 日本語 
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 ⑵ 英語 
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⑶ ベトナム語 
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２ 転出 

 ⑴ 日本語 
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 ⑵ 英語 
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 ⑶ ベトナム語 

 


